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目の前の子どもを尊敬していますか
高知大会記念講演講師、湯澤直美さんの投

げかけです。

社会的に弱い人とともに生きてきた人だか

ら語れること、そして、まなざしがたくさん

の記念講演。

学校事務職員の実践に対し「保護者と一緒

に考えたり、伴走したり、…様々な工夫のも

とで豊かな活動が織りなされていると実感し

ます。」とエールも！！

子どもの貧困解決のために、私たち学校事

務職員にできることは何か？

注文はこちらへ

■ 神奈川県横浜市立中山中学校 植松直人
〒２２６－００１３
神奈川県横浜市緑区寺山町６５３－２１

TEL 045-931-2520 FAX 045-934-4676

■ http://www.bekkoame.ne.jp/ha/seidoken/
（「制度研」で検索できます）

■ E-mail seidoken@ha.bekkoame.ne.jp
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（参加者感想から）
福祉の現場で出会った方の言

葉が心に残ります。どうしたら
「ふつう」の生活をすべての子
どもに保障できるのか。もっと
ネットワークを広げなくてはな
らないと思いました。


